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ごあいさつ 

 こんにちは。アースベースのノザワです。 

 雛祭り、ホワイトデー、卒業式が３月行事の御三家でしょうか。 

 中でも卒業式といえば、なにかとテレビでは「卒業式ソング」など儀式のようにやっていま

すが、もうあれやめません？なんでかって言いますと皆内容知っているんですよ。レミオロメ

ンの『3月 9日』があって以来、更新されていないでしょうし、この音楽業界の実情上、あと

10 年は変わる事はほとんど無いでしょうから。にしてもどうしてあの曲やこの曲がランクイ

ンしないのでしょう？ 

雪わたり 

 一月末あたり、東京は雪に見回れました。アースベースが開所してから初めての雪でし

た。あの帰宅ラッシュで混乱があった日、アスベのドアを開けると、横殴りの雪。 

 ♪ゆきやこんこ…というより、♪ぶぅ~りぃざぁ~どぶりざぁ~ど…とう感じ。 

一同「・・・・」。所員数名、帰りのラッシュに見事に巻き込まれ、比較的早い時間帯に

帰宅したにもかかわらず夜７時にようやく帰宅できたとの事。 

 当日はたいへんでしたが、翌日は空もすっきり、キラキラキラキラと光って明るく奇麗

な日。キックキックトントン、キックトントン、とは良く言ったもの。あの雪を踏みしめ

る感覚が、とても心地の良いものと改めて知りました。いくつになっても、雪は都会人に

とっては窮屈だけど、非常に嬉しいものですね。雪国の人には笑われそうですけど。 

 

またまた新参者 

 前回、デジタルサイネージ―つまり映像看板―についてお話をしましたが、最近、また別の物があるようなのでご紹

介します。それはプロジェクション看板！！正式な名称はわからないのですが、それっぽい名前を当てさせていただき

ました（安易！）。プロジェクションマッピングが有名ですが、ようはあれの超縮小版の広告なのです。白いスクリー

ンを用意して、すぐ近くにある機械からそれを映写します。昔の映画のよう

なものです。もちろん鮮明度などに問題はありますが、PM の知名度によりそ

れは反対に目を引いてしまうことにより、宣伝効果があるのです。デジタル

サイネージと違う点は、新聞紙見開き程度のスペースさえあれば、どこでも

設置できるというところです。白い土台があって、その上にプロジェクタさ

え付けられれば手間はもうかかりません。いうならばデジタルとアナログの

中間でしょうか。プロジェクタ部分の縮小化は、もう時間の問題でしょう。

良い所を取られてしまった現在、完全アナログはどう出ましょうか。技術革

新か、原点回帰か。世の中の看板問題、深い。（予告・次回はさらなる問題

点に触れさせていただきます。） 



 

江戸の風を 

 さて、前号、今号と現代看板録をご紹介してきましたが、やっぱりそこに居て、見せて（魅せて）、さ

らには目立って初めて看板です。 

 アナログと言いつつも、着手から完成までのほとんどの作業はパソコンで行います。仮に修

正などがあっても、すぐに最低限の労力で直せるのが利点です。そう思うと、昔は大変だっ

たのではないでしょうか。完成！と思っても、「あっ」で一から刷り直し。で

はさらに昔の昔、まだ東京が江戸と呼ばれた時代はどうしてうたのでしょう。

たぶん職人気質の人間が今より沢山居て、仮に失敗しても、それを補う想像

力があったのではないか、と思っています（もちろん、致命的ならやり直

しですが）。それが反映されたように残るのが『判じ絵』などと呼ばれる、

独創的で笑えもする看板です。この時代の看板には見習う所

が沢山あり、このようなユーモア溢れる看板を作れたらい

いな、と常に思います。なにより凄いのは、当時これと言

った彩色技術が無い事。浮世絵や焼き物にこそあれど、看

板には基本的には少ない色しかありません。木目を活かし

たり、その種類を変えたり、焦がしを入れたり、せいぜい

松ヤニや墨汁などで黒、朱墨（赤）が入る程度。たったこれだけ

でここまでのものを作り上げるのはかなりのセンスが必要です。何の

店か一目でわかり、わかりやすくてまた楽しい。現代とは違い、ひとつひと

つのプロフェッショナルがそれだけを売っていた時代。そんな人達に合わ

せて、当時の職人が辣腕を振るう。「うん、いいね」の一言に職人は何より

の悦びを得る。美しく、イナセな江戸時代の光景。そんな職人のい

る看板屋の看板が、一番気になりますね。どんなものだったので

しょう？ 

 江戸時代という過去に、看板の未来がありそうな気がします。 

（※左右の画は江戸時代図版などをもとに、筆者が模写した物です。） 

 

編集後記 

いよいよ新年度です。素敵な出会いが、皆様にもありますように。 

 

【月刊地球基地】 発行人：一般社団法人 EARTH BASE 

健常者と障がい者が一緒になって看板・サイン・ポスターなどを製作しています。 

〒132-0034 東京都 江戸川区小松川 3-2-1 テクノタウン 306 

TEL：03-5875-5941 FAX:03-5875-5942 mail：info@earth-b.jp URL：http://www.earth-b.or.jp/ 


